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-吉田記会社会教育施設建設事業

・運動公園〈野球場〉築造事業

・公共下水道建設事業など

思551意t1，498万t千円諸1011t7，600万円

昭
和
引
年
度
の
市
政
の
方
向
を
き
め
る

3
月
定
例
市
議
会
が

3
月
6
日
か
ら

何
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
、
日
年
度
市
の
予
算
や
各
種
条
例
の
改
正
な
ど
が
き

ま
り
ま
し
た
。
予
算
及
び
事
業
な
ど
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費

電
子
計
算
処
理
費
、
国
際

交
流
の
た
め
の
経
費
、
防
犯
、
交
通
対

策
事
業
費
、
参
議
院
議
員
選
挙
費
用
、

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
。

民
生
費

特
別
障
室
早
官
等
手
当
給
付

費
、
、
h
r
身
障
害
者
及
び
ね
た
き
り
老
人

介
護
手
当
、
老
人
福
祉
パ
ス
の
運
営
費

食
事
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
事

慣震哩ホhALTE 三一ム:ー 111マ"irrr~. 
比=“一ニ・ー一括F九一、、~予予=- ー三一一-ででごゴニ一ー し

長智湾暴露とごとよ | 

hv
公
共
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

建
設
予
定
地
(
北
鬼
江
地
内

業
費
、
施
設
入
所
措
置
費
、
室
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
人
工
芝
マ
ッ
ト
購
入
費
、

保
育
所
、
母
子
寮
、
児
童
セ
ン
タ
ー
運

営
費
、
魚
津
っ
子
雪
ま
つ
り
事
業
費
、

国
民
年
金
法
改
正
に
伴
う
事
務
費
、
老

人
対
策
福
祉
年
来
事
業
費
、
老
人
保
健

医
安
許
繰
出
金
、
乳
児

・
妊
産
婦
及

び
母
子
父
子
家
庭
医
療
給
付
費
、
生
活

保
護
扶
助
費
な
ど
。

衛
生
費

住
民
検
診
、
予
防
注
射
及

算

~ 計 名 昭和61年度 昭和 60年度 前年対比

一 骨支 ~ 計 10，176，000千円 9，496，000 下1'1 107.2 % 

下水道事業会計 354，500 39，294 902.2 

特 簡易 水道事業会計 45，700 15，790 289.4 

男Ij
国民健康保険事業会計 2，160，000 2，152，000 100.4 

老人保健医療事業会計 2，530，400 2，280，500 111.0 
tZ』エ

農業共済事業会計 134，881 145，018 93.0 

水族館事業会計 289，500 290，600 99.6 

言十 5，514，981 4，923，202 112.0 

メtコ入 15，690，981 14，419，202 108.8 

予体全

218，056千円 2.1%
119，580千円 1.2%
100，000千円 1.0%
75，000千円 0.7%
20，000千円 0.2%
6，000千円 0.1%
3，934千円 0.0%

使用料及ぴ手数料
財産収入

地方議与税
自動車取得税交付金
娯楽施設利用税交付金
交通安全対策特別交付金
容附金

50，000千円 0.5%

23，480千円 0.2%

6，530千円 0.1%

予備

災害復旧

諸支出金

252，862千円 2.5%

187，518千円 1.8%

148，795千円 1.5%

(2) 
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@)~隼居同

予自が島

%:c. 
思

案

件

助
役
に
経
津
藤
一
郎
氏

収
入
役
に
津
本
章
氏

を
選
任経津藤一郎氏章 氏i畢本

着
々
と
進
む
駅
西
地
区

‘

土
地
区
画
整
理
事
業

勘 定 名 61年度 60年度 前年対比

7 484 116.2 % 収入 486，27 418， 
収益的収入及び支出

支出 496，705 480，953 103.3 

収入 150，447 200，619 75.0 
資本的収入及び支出

支出 209，021 257，590 81.1 

算予計
A
Q
冨業事道水

び
老
人
保
健
事
業
費
、
健
康
セ
ン
タ
ー

運
営
費
、
通
産
省
指
定
地
下
水
調
査
事

業
、
日
曜

・
祭
日
の
急
病
患
卒
寿
策
の

在
宅
当
番
医
制
運
営
費
、
し
尿

・
ゴ
ミ

収
集
業
務
費
な
ど
。

農
林
水
産
業
費

新
地
域
農
業
生
産

総
合
振
興
対
策
事
業
、
新
川
育
成
牧
場

組
合
負
担
金
、
転
作
定
着
化
促
進
奨
励

事
業
、
地
域
畜
産
集
団
牧
場
整
備
事
業

果
樹
産
地
育
成
整
備
強
化
対
策
事
業
、

母
な
る
大
地
づ
く
り
推
進
事
業
、
意
欲

(
こ
こ
ろ
)
で
つ
く
る
富
山
米
印

・
9

・
9
推
進
事
業
費
、
た
め
池

・
か
ん
が

い
排
水
対
策
事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
、
地
方
植
樹
祭
事
業
、
林
業

地
域
総
合
整
備
事
業
、
山
村
林
業
構
造

改
善
事
業
、
造
林
事
業
、
ア
ワ
ビ

・
ク

ル
マ
エ
ビ
稚
魚
等
放
流
事
業
、
漁
業
設

備
近
代
化
資
金
利
子
補
給
事
業
、
経
団

漁
港
修
築
事
業
な
ど
。

〈単位 :千円〉

41，664 

15，000 

30，712 

103，940 

126，610 

89，137 

40，000 

108，000 

71 ，000 

193，074 

250，000 

81，040 

531，800 

160，523 

62，000 

138，000 

60，000 

15，000 

64，100 

28，000 

365，345 

10，040 

16，000 

15，000 

11，500 

16，300 

148，595 

商
工
費

中
小
企
業
金
融
対
策
事
業

費
、
勤
労
者
の
た
め
の
融
資
対
策
事
業

費
、
商
工
団
体
育
成
事
業
費
、
物
産
展

開
催
費
、
企
業
立
地
推
進
事
業
費
、
魚

津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
運
営
費
、

観
光
宣
伝
事
業
費
な
ど
。

土
木
費

無
雪
害
ま
ち
づ
く
り
事
業

市
道
舗
装

・
改
良
事
業
、
地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
事
業
、
魚
津
駅
西
地
区

区
画
整
理
事
業
、
北
鬼
江
吉
島
線
立
体

交
差
事
業
、
運
動
公
園
築
造
事
業
、
六

郎
丸
市
背
任
宅
建
設
事
業
、
経
団
海
岸

広
場
整
備
事
業
、
駅
前
水
飲
場
工
事
費

河
川
改
修
費
な
ど
。

消
防
費

消
火
栓
設
置
事
業
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
購
入
事
業
、
雄
山
丸
定
期
検
査

費
用
な
ど
。

教
育
費

上
中
島
小
学
校
増
改
築
事

業
、
本
江
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
等
整
備
事

業
、
吉
田
記
念
社
会
教
育
施
設
建
設
事

業
、
小

・
中
学
校
実
験
実
習
費
及
び
教

材
費
、
海
外
研
修
事
業
、
図
書
費
、
学

校
体
育
施
設
開
放
事
業
費
な
ど
。

増
改
築
工
事
が
決
ま

っ
た

4

司

上

中

島

小

学

校

ーー

(3) 

主な事業

新地域農業生産総合振興対策事業

団体営老朽ため池等整備事業

団体営農業整備事業

農村総合整備モデル事業

林業地域総合整備事業

山村林業構造改善事業

経団漁港修築事業

道路改良事業(補助事業)

地方道路整備臨時交付金事業

公営住宅建設事業

駅西地区土地区画整理事業

街路事業

運動公園築造事業

上中島小学校校舎増改築事業

県 ・市単土地改良事業

市道新設改良舗装事業

東尾崎片員大橋線整備事業

市道消雪施設設置事業

駅西地区土地区画整理事業(単独事業)

持校体育館付属室誼工事及びグランド劉商工事

吉田記念社会教育施設建設事業

団体営かんがい排水事業

橋りょう 整備事業

準用河川改修事業

消防自動車購入事業

県単林道開設、改良、舗装、治山事業

失業対策事業
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下
水
道
の
隠
砲
し

下百
水{
道ズ
の
は
な
し
(10) 

最終回

る
人
び
と
へ
の
最
大
の
贈
り
物
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

雨
や
雪
と
し
て
降
っ
た
水
は
、
河
川

を
流
れ
、
海
に
流
入
し
ま
す
。
そ
し
て

蒸
発
し
て
空
に
戻
る
、
と
い
う
自
然
の

リ
サ
イ
ク
ル
作
用
を
繰
返
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
、
人
間
を
は
じ
め
と
す
る
あ

ら
ゆ
る
生
物
は
、
い
ろ
ん
な
形
で
こ
の

水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
か
け
が
え
の
な
い
水

で
も
、

一
度
使
用
し
て
し
ま
う
と
「
汚

水
」
と
な
り
、
美
し
い
自
然
や
豊
か
な

生
活
環
境
を
破
か
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
汚
水
を
集
め
て
、
き
れ
い

な
水
の
姿
に
も
ど
し
て
、
河
川
や
海
な

ど
の
公
共
用
水
域
に
還
元
し
て
い
く
の

H
快
適
な
生
活

環
境
を
築
こ
う
H

豊
か
で
調
和
の
あ
る
自
然
環
境
と
快

適
で
文
化
的
な
生
活
環
境
を
築
い
て
い

く
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち
の
永
遠
の
願

い
で
す
。
こ
の
夢
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
も
の
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
も
の
に
「
下
水
道
」
が
あ

り
ま
す
。
下
水
道
は
社
会
の
基
幹
施
設

の
中
で
も
、
人
び
と
の
最
も
大
切
な
公

共
の
財
産
で
あ
り
、
こ
れ
を
完
全
に
整

備
し
て
い
く
こ
と
は
、
幻
世
紀
に
生
き

水
の

u
静
脈
m

下
水
道

生
活
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち

が
「
下
水
道
」
で
す
。
下
水
道
は
、
水

の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
中
で
大
変
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
施
設
で
、
わ
た

し
た
ち
の
く
ら
し
に
深
い
か
か
わ
り
が

あ
る
の
で
す
。

日
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
「
下
水
道
の
は
な

し
」
を
お
と
ど
け
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
も
、
随
時
、
下
水
道
事
業
の
こ

と
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
、
お
願
い
な

ど
を
紙
面
を
借
り
て
お
と
ど
け
し
ま
す

が
、
最
後
に
も
う
一
度
、
下
水
道
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

台
所
や
風
日
や
洗
濯
。
水
洗
便
所
な

ど
で
使
わ
れ
た
家
庭
排
水
。
工
場
な
ど

で
生
産
に
役
立
っ
た
あ
と
必
要
な
処
理

を
行
っ
た
工
場
排
水
な
ど
汚
れ
た
水
を

集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て

川
や
海
に
も
ど
す
の
が
下
水
道
の
役
割

で
す
。ま

た
、
雨
水
を
集
め
て
放
流
し
、
大

雨
に
よ
る
浸
水
を
防
ぐ
役
目
も
は
た
し

て
い
ま
す
。

事

川
工

川
設

川

布

川

時
{
巨
川

道

川

水

川
下

川

た

川
つ

川

ま

川

始

川
で

川

内

川

地

川

新

川
本

山

企

川

わ
が
国
で
は
人
口
の
増
加
や
工
業
の

川

発
展
、
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
汚
水
が

川

川
や
海
な
ど
に
流
れ
込
み
、
水
質
を
悪
川

化
さ
せ
て
魚
の
住
め
な
い
よ
う
な
自
然

川

環
境
が
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

川

て
し
ま
い
ま
し
た
。
近
年
は
こ
と
に
水

川

の
停
滞
す
る
湖
や
沼
、
海
水
が
大
き
く

刷

入
れ
か
わ
ら
な
い
港
や
湾
な
ど
閉
鎖
性

川

水
域
で
水
質
の
悪
化
が
進
ん
で
お
り
、

川

そ
う
し
た
環
境
を
回
復
す
る
た
め
に
こ

川

れ
ら
の
地
域
の
下
水
道
整
備
が
重
要
な

川

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

川

豊
か
な
調
和
の
あ
る
自
然
環
境
を
と

川

り
も
ど
し
、
快
適
で
文
化
的
な
生
活
環

川

境
を
築
く
た
め
に
、
下
水
道
は
な
く
て

川

は
な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

一白

川

も
早
く
、
こ
の
魚
津
市
で
も
下
水
道
が

川

整
備
さ
れ
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
続
け

川

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
川

そ
の
た
め
に
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

川

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

川

ま
す
。

都
市
計
画
事
業

魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員
の

選
挙
期
日
き
ま
る
/

今
年
の
6
月
お
日
に
任
期
満
了
に

よ
る
委
員
の
選
挙
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

公

告

日

選
挙
期
日

(4) 

6 3 
月月
15 20 
日日
(日)休)

立

借士権者也
だ〈 権行憧指定者を 法人0 届出 者及 の 有し また 土地0 選挙人

任

委員 者か 。長市 借地 土地 。選挙 委の員候補i 事
期

の
さい 場合の だく 代表び者を 期間中 てい 土は 所有者が 名揖 選任ら 学が講 権者 権所有者 による 盤定

届出
の

届出
。 さにる 1也の

陪い 相代続査 人共有 縦監 する経験 委員
は7E

届出選挙 必ず こ、所で亡、期間 2 1 7 10 項
名 名名名

17カ， 5 
9 か£公E士3二

士 30か 4 5 期
自ら月 自ら 一日ら月
ま 5 8 ま 4 の 詰ま 4 17 年

日で 月日 で月日 )で月日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
都
市
計

画
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0
番
内
線
2
8
1
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環
境
美
化
運
動
に
ご
協
力
を

V
美
化
目
標
と
日
程
企

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要

な
空
気
や
水
を
汚
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り

の
空
や
川
や
海
が
き
れ
い
で
、
生
物
が

い
き
い
き
と
育
つ
こ
と
の
で
き
る
環
境

を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は

「
県
土
美
化
運

動
」
等
と
呼
応
し
、
次
の
と
お
り
環
境

美
化
目
標
と
、
年
間
実
施
計
画
を
策
定

し
て
快
適
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
街
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る

み
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
4月
却
日
制
春
の
清
掃
デ
l

街
や
む
ら
を
美
し
く
す
る
こ
と
を
目

標
に
市
内
全
域
に
お
い
て
自
主
的
に

ez盟国B

地
域
ぐ
る
み
で
実
施

。7月
初
日
側
j
幻
日
側
ま
で

夏
の
清
掃
週
間

山
や
海
岸
を
美
し
く
す
る
こ
と
を
目

標
に
そ
れ
ぞ
れ
地
域
ぐ
る
み
、
あ
る

い
は
各
種
団
体
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
よ
り
実
施

0
9月
幻
日
制
空
カ
ン
ゼ
ロ
の
日

地
域
ぐ
る
み
、
あ
る
い
は
各
種
団
体

の
自
主
参
加
に
よ
り
実
施

on月
9
日
側
秋
の
清
掃
日

冬
に
備
え
て
の
環
境
の
整
備
を
目
標

と
し
、
流
雪
に
備
え
て
小
河
川
、
側

溝
等
の
清
掃
に
重
点
を
置
き
、
自
主

的
に
地
域
ぐ
る
み
で
実
施

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
程
等
に
合

わ
せ
、
そ
の
つ
ど
市
広
報
で
お
知
ら

61 年度予算から・ .... ... .......... 2~3

下水道のはなし・....................・・・4

みんなで築くよりよい環境・........5

市政パス教室....・H ・-………………6

税、申告を間違え疋ら……………6

県政パス教室……...・ H ・-…………・ア

水道局からのお知らせ・..........・・・・7

保健定より ・ ・ ・・・・・・・・・… . . . ....... 8~10

あなだの国保・....................・・・・・・11

あなだと図書館・....................・・・12

勤労青少年ホームで
仲間作りを・ .... . ...12~13

みんなのスポーツ. . .. ...... . ・・ ・ ・14~15
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間伐、技打を行いましよう…16
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力メラレポ・.............................20

せ
し
ま
す
。

美
し
い
海
も
山
も
川
も

み
ん
な
の
財
産

。
海
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
。

等

の
県
土
美
化
推
進
事
業
の
「
環
境
美
化

モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
う
け
、
昨
年

地
区
周
辺
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て

清
掃
活
動
等
環
境
美
化
活
動
を
実
践
し

た
三
ケ
海
岸
周
辺
、
鴨
川
周
辺
の
魚
津

中
央
地
区
の
2
地
区
は
、
本
年
も
引
き

続
き
環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を

受
け
、
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
よ
り

書
怖
活
動
に
重
点
を
置
き
、
砂
き
れ
い
な

鴨
川
勺
美
し
い
三
ケ
海
岸
。

実
現
の
た

め
、
環
境
美
化
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

指
定
地
区
の
範
囲

O
鴨
川
(
魚
津
中
央
地
区
)

本
江
元
町
か
ら
河
口
ま
で
の
鴨
川
流

域
周
辺
地
区

O
三
ケ
海
岸
周
辺
地
区

地
鉄
沿
線
か
ら
海
岸
ま
で
の
住
吉
校

下
地
区

環
境
美
化
モ
デ
ル
地
区
事
業
の
あ
ら

$
品
『
レ

住
民
に
よ
る
自
主
的
、
継
続
的
な
環

境
美
化
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、次
の
事
項
を
実
践
す
る

0

・
広
報
啓
発
活
動

-
ゴ
ミ
箱
等
の
施
設
整
備
活
動

・
清
掃
実
践
活
動

-
花
木
の
植
栽
等
に
よ
る
緑
化
活
動

・
環
境
美
化
モ
ニ
タ
ー
の
設
置

-
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
活
動

河
汚川
濁の
防
止
を

4
・
5
月
に
入
る
と
海
で
は
ホ

タ
ル
イ
カ
漁
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

又
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
農
作
業

や
河
川
工
事
も
多
く
、
河
川
に
汚

濁
水
が
入
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

魚
津
周
辺
の
土
質
の
粒
子
は
大

変
細
か
く
、
田
一
枚
の
あ
ら
く
り

等
で
も
、
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
で

行
な
う
と
、
下
流
や
海
ま
で
汚
濁

水
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

汚
濁
水
は
、
ア
ユ
等
の
清
流
魚

に
害
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

ホ
タ
ル
イ
カ
の
漁
等
に
も
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

農
作
業
や
河
川
工
事
の
際
は
、

下
流
や
海
へ
の
影
響
を
考
え
、
汚

濁
防
止
の
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

(5) 
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室教ス，官、即市
V
見
学
コ

l
ス

o
一
般
コ

l
ス

市
役
所
↓
魚
津
消
防
署
↓
桃
山
運
動

公
園
(
造
成
中
)
↓
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ハ

ウ
ス
↓
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
地
域
職
訓

セ
ン
タ
ー
(
畳
食
)
↓
新
川
ヴ
ィ

l

ラ
↓
横
枕
滅
菌
室

τ健
康
セ
ン
タ
ー

↓
市
役
所

V
文
化
財
A
コ
l
ス

市
役
所
↓
万
灯
台
↓
万
葉
歌
碑
↓
託

法
寺
↓
早
月
上
野
遺
跡
↓
石
の
門
↓

松
倉
城
祉
(
雨
天
の
場
合
角
川
ダ
ム
)

畳
食
↓
室
田
三
信
徒
↓
稗
畠
焦
柿
↓

坪
野
つ
な
ぎ
が
や
↓
石
垣
遺
跡
↓
高
品

円
堂
用
水
路
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
ム

大

沢

地

鎮

杉

↓

市

役

所

)

V
文
化
財
B

コ
l

ス

阜

市
役
所
↓
大
徳
寺

J
魚
津
果
樹
試
験
A

場
↓
歴
史
民
俗
資
料
停
↓
天
神
山
城

一

祉
(
畳
食
)
↓
高
円
堂
用
水
路
↓
A

二

口
用
水
円
筒
分
水
槽
↓
石
垣
遺
跡
↓

苧

魚
津
初
代
町
奉
行
の
碑
↓
万
葉
歌
碑
A

↓
こ
ば
と
児
童
寧
↓
消
防
署
↓
市
役

一

所

ふ

⑧
コ
ー
ス
と
時
間
は
、
天
候
や
参
加
者
平

の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
多
少
変
更
す

一

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

恥

V
実

施

日

苧

o
一
般
コ
ー
ス

5
月
8
日
附

9
月

日
日
同

叩

月

9
日
附
お
人
乗
り

3
回

O
文
化
財
A
コ
l
ス

6
月
ロ
日
閥
、

7
月
白
日
嗣
お
人
乗
り
2
回
、
但

7
月
の
コ
ー
ス
は
、
小
学
校
5
、

6

年

・
中
学
生
対
象
で
す
。

O
文
化
財
B
コ
l
ス

8
月
日
日

ω、

日
人
乗
り
l
回
、
小
学
1
年
1
4
年

対
象
、
責
任
者
同
伴
で
す
。

V
申
し
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
コ

l
ス
と
月
日
を
記
入
、
団
体

参
加
に
つ

い
て
は
、
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
団

体
名
を
-
記
入
し
た
名
簿
を
魚
津
市
役

所
企
画
広
報
室
包
@
4
2
0
0
(内

線

2
3
8
)
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
受
付
順
に
よ
り
取
扱
い
ま
す
。

(
畳
食
持
参
)

11 
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間
違
え
た
と
き

修
正
申
告
・
更
正
の
請
求
な
ど
が
で
き
ま
す
。

A
V
市
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申

告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

ω年
度
分
市
民
税
の
申
告
、
所
得
税

の
確
定
申
告
の
期
限
内
の
受
付
は
、

3

月
日
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い

な
ど
の
た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
に
間

違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
税
の
申
告
で
、
例
え
ば
、
生
命
保

険
料
等
の
控
除
を
忘
れ
て
い
た
り
、
扶

養
者
を
見
落
と
し
て
い
た
り
、
医
療
費

の
領
収
書
が
申
告
後
に
見
つ
か
っ
た
り

し
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
す
ぐ
市

税
務
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

'‘ .. 、、喧〆

で
、
申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
す
ぐ

に
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

0

・
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
納
め
た
税

金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
た

税
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
「
修

正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
で
き

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
す
る
ほ

う
が
有
利
で
す
。

A
V
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
税
金
を
納

め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税

金
が
少
な
過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
が
出
さ
れ

る
と
、
税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
検
討

し
て
、
そ
の
請
求
が
正
当
と
認
め
ら
れ

た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
を
還
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A-確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、

申
告
期
限
後
で
も
、
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
告
期
限
後

の
確
定
申
告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い

(6) 

昭和61年度固定

資産税の第 1期

の納期限は、

4月30日です。

っ
て
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま

で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ

く
早
く
申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。

そ
れ
は
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後

で
期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受

け
た
り
す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定

に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額

の
ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
叩
%
の
無
申

告
加
算
税
が
か
か
る
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
期

限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加

算
税
は
、
そ
の
税
額
の
5
%
で
済
み
ま

す。
な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
新
た

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
金
は
、
申

告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
「
修
正
申
告
書
」
「
更

正
の
請
求
書
」
「
期
限
後
申
告
書
」
の

用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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V
申
し
込
み
期
間

5
月
分

4
月
7
日
1

4
月
ロ
日

6
月
分

4
月
初
日
1
5
月
6
日

7
月
分

5
月
初
日
1

6
月
6
日

8
月
分

6
月
お
日
i
7
月
7
日

9
月
分

7
月
初
日
1
8
月
6
日

叩
・
日
月
分

8
月
お
日
1
9
月
6
日

V
申
し
込
み
方
法

個
人

1
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

希
望
コ
1

ス
、
運
行
日

団
体

1
団
体
名
、
代
表
者
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加

予
定
人
員
、
希
望
コ

l
ス

運
行
日

@
個
人
、
団
体
と
も
往
復
は
が
き
で
、

魚
津
市
新
宿
叩
番
7
号

魚
津
総
合
庁
舎
内
、
県
民
相
談
室
へ

広報うおづあなたと市政をむすぷ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
せ
ん

V
参
加
費
な
ど

O
参
加
費
は
無
料
で
す
が
一
部
入
館
料

を
必
要
と
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
か

ら
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

O
昼
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
(
飲
酒
は
禁
止
)

O
団
体
(
初
名
以
上
)
に
つ
い
て
は
、

指
定
の
場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

V
運
行
日
と
コ

l
ス

コ
水のふれあい 森林浴 F E D C B A 
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水
道
料
金
改
定
の
お
願
い

水
道
料
金
は
、
計
年
に
改
定
し
て
以

来、

4
年
間
据
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

近
年
の
諸
経
費
の
高
騰
と
老
朽
配
水
管

の
改
良
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
う
企
業

債
の
元
利
償
還
金
の
増
大
等
の
た
め
、

こ
の
た
び
料
金
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

新
料
金
は
、
日
年
4
月
1
日
か
ら
(
2

カ
月
検
針
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
料
金

支
払
い
は
、

6
月
分
か
ら
)
実
施
い
た

ユ
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

民
し
ま
す

……
同一二

$

J
十

会

f
い

会
器

$
水

雲ふ
守$

 
4-

4
?
 

口径~}jIj 金額 (2ヵ月につき )

1 3 mm 200円

20 mm 360円

25 mm 380円

4 0 mm 700円

50 mm 3，100円

7 5 mm 4，100円

1 00 mm 5，300円

1 2 5 mm 6，700円

(2ヵ月につき )

用途別 区 分 オt 量 料金

一般用
基本料金 20m'まで 1，300同

超過料金 1 m'につき 140円

業務用
基本料金 20m'まで 1，600円

超過料金 1 m'につき 160円

浴場用
基本料金 200m'まで 13，400問

超過料金 1 m'につき 160円

一時給水
基本料金 40m'まで 5，400同

超過料金 1 m'につき 160阿

消 火 栓 1栓10分毎 1，600阿 |

船舶給水 1 m' 200同 |

水道使用料

口
座
振
替
の
お
勧
め

水
道
局
で
は
、
水
道
料
金
の
口
座
振

替
に
よ
る
支
払
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

手
続
は
簡
単
で
、
利
用
し
よ
う
と
す
る

金
融
機
関
(
市
内
の
各
銀
行

・
信
用
金

庫

・
農
協

・
漁
協
(
経
由
)

・
労
働
金

庫

・
郵
便
局
)
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り

ま
す
「
魚
津
市
上
水
道
料
金
預
金
口
座

振
替
払
込
依
頼
書
」
に
必
要
な
事
項
を

記
載
し
、
預
金
通
帳
の
届
印
を
押
印
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
済
み
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

給
水
工
事
は
指
定
庖
で

給
水
装
置
の
新
設
・改
良
・修
理
は
、

直
接
水
道
局
に
申
し
出
ら
れ
る
か
、
給

水
工
事
指
定
屈
を
通
じ
て
申
し
込
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は
、

今
年
度
給
水
工
事
の
指
定
屈
と
し
て
、

次
の
業
者
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
江
新
町

宮

@
0
9
0
8

吉
島
二
丁
目

宮

@
5
33
0

北
鬼
江

宮

@
1
3
5
0

・
北
陸
水
道
工
業
側
横
枕

宮

@
1
3
5
3

・
石
原
設
備
工
業
所
本
江

宮

@
2
9
2
4

・
ュ
ウ
ホ
|
設
備
側
釈
迦
堂

宮
②

5
7
1
1

・
高

松

工

業

上

口

二

丁

目

宮

@
0
5
4
5

・
胸
水
環
境
セ
ン
タ
ー
高
畠

宮

@
7
7
1
1

・
菅

沼

組

村

木

町宮
②

0
4
5
3

・
吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

宮

@
5
8
3
5

・
中
谷
配
管
工
業
吉
島
二
丁
目

宮

@
3
6
9
8

・
ダ
イ
シ
ン
設
備
側
浜
経
団

宮

@
5
6
1
1

・
三

水

大

光

寺
宮

@
6
2
6
8

.-宝

田

配

管

所

印

田
告
⑫

2
6
8
7

・

後

藤

配

管

所

浜

経

団

宮

@
6
8
0
7

・
山
沢
配
管
工
業
上
村
木

宮

@
6
1
3
3

-
松
原
工
務
庖

-
畠
山
工
業
側

-
陶
三
共
設
備

(7) 



内 容 対 象

母 親 学 級 妊婦とその家族

4 か月児健診 4か月児

8 か月児健診 8か月児

離乳食講習会 8か月児

1歳 6か月児健診 59年 9月生まれの幼児

股関節脱臼検診 3か月児

58.3.16-58.3.31生まれの幼児

3歳児健診 58.4.1-'58.4.15生まれの幼児

58.4.16-58.4.30生まれの幼児

機ビ能リ 訓練
〈リハ テーション〉

脳卒中後遺症のある人

健 康 相 吾日火火 一 般市民

心の健康相談 一 般市民

健 康 体 操

と 一 般市民

健 康 相 吾員火火

ツベルクリン反応 8か月児

B.C.G予防接種 8か月児

胃ガン検診 一般市民

子宮ガン検診 一 般市民

乳ガン検診 一 般市民

-第 1期 =3回接種

4月実施日現在、

予 2歳児。

盲目せき ( 3歳児で、まだ

接種の終了してい
防 ジフテリア ない幼児も含む。)

-第2期 = 1回のみ

接 破 イ霧 風 接種

第 1期を 2回-3

〈三種混合〉 回接種終了児て¥
種 最終接種月後、 1

年を経過してい る

3歳児。

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ 昭和61年4月1日発行

問い合わせは魚津市健康センターft24-3999

81612A|背|官|官|官|日

※診療時聞は、いずれも午
前9時から午後5時まで。

と き

4月18日幽 9: 30-16:00 

4月24日附 13: 00 -13: 30 

4月 9日(*l 13: 00-14: 00 

4月11日幽 13: 00 -15: 00 

4月22日(刈 13: 00-14: 00 

4月 3日附 13: 00-13: 30 

5月 1日附 13: 00 -13 : 30 

4月 2日ヤ同 13 :00-14: 00 

4月16日ヤ附 13: 00-14: 00 

5月 7日ヤ附 13 :00-14 :00 

4月10日(柑 10 :00-15 :00 

4月17日附 10: 00-15: 00 

4月17日休) 13: 00-15: 00 

4月 8日(火) 10 : 00 -11 : 30 

4月15日(刈 13: 30 -15 : 00 

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 

毎週月・木曜日 9:30-11 :00 

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 

毎週水曜日 10 : 00 -11 : 30 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 

4月 9日ヤj() 13: 30-14:00 

4月11日幽 13: 00-14: 00 

4月21日開) 9:00-10:00 

4月25日担当 9:00-10:00 

5月 2日幽 9:00-10:00 

4月21日明) 13 :00-14: 00 

4月23日かω13 :00-14 :00 

5月 2日幽 13: 00-14 :00 

4月21日明) 13 :00-14 :00 

4月23日令ぬ 13: 00-14 :00 

5月 2日樹 13: 00-14 :00 

13: 30-14: 00 

第1回目 第2回目 第3回目

4月 5月 6月

23日ヤ同 21日附 23日開)

4月 5月 6月

25日幽 23日幽 25日付。

7月

16日制

と ー ろ 備 考} 

-ーー・ー・ーーーーー---ーーーーー・-ーー・・・ーーー・-一一歩 畳食をご持参くだきい。

魚津市健康センター

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーー一一歩 ツベルクリン反応検査
を併せて行います。

麻しん(はしか)の接
F→ 

種券を発行します。

魚津保健所

ーーーーーー・ーー・ーー--------ー----ーーーー-一一歩 尿の検査があります。

魚津市健康 @訓練は10.00-12.0。
センター @診察は13.00-14.00

魚津市健康センター 血圧測定・心電図・検す尿
百 楽 荘 診察が受けられま 。

魚津保健所 老人ポケの相談も受けます。

本江公民館 @体操の出来る服装で
経団公民館 おいでください。

村木公民館
ト|…加山だ魚津市健康センター さい。 4月16日カ‘ら

道下公民館 開始します。

西布施公民館 @日をきめて健康相談

大町公民館
も実施しています。

魚津市健康
センター

勤労青 少年ホーム 料金 70歳以上無料

大町公民館
69歳以下 700円

勤労青 少年ホーム 料金 70歳以上無料

大町公民館
69歳以下 500円

勤労青 少年ホーム
料金一一一一ー1，100円

大町公民館

魚津市健康センター @体温は自宅で計って

該当 地 区 - ~ .てください。

@母子健康手帳、印か
村木 ・大町・ 本 江

んを持参ください。
住 吉 ・上野方 ・上

中島 ※接種できない幼児

@ 発熱、または心臓、
道下 ・加積 ・経団 じん臓、肝臓疾患、
片員 ・西布施 ・天

まん延性の皮膚病な
神 ・松倉

どのために治療して

受けなかった全地 いる幼児。

区の方 ニの項、次頁へ続〈 。

(8) 



昭和61年 4月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

内 t円~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

ツベルクリン反応検査 13: 30-14: 00 ニの項、前頁から続 〈。

及び BCG接種は 8か
ツベルタリン B C G @ 接種前、l年以内にけ

月児健診にあわせて行

予 います。 4月16日ヤJ<) 4月18日幽 西布施小学校
いれんの症状を起こ

ツベルタリン .8か月から 3歳まで したことのある幼児。

防
の未接種児は 、各地 4月23日やJ，) 4月25日幽 坪野 小 学校 @ 過去において、この

反応検査 区の小学校で行うか 予防接種により副反
または、毎月実施の 4月30日(水) 5月2日働

経団 小 学校
応を起こしたことの

接
. 8か月児健診時に魚 松倉 小 学校

ある幼児。
津市健康センターに

B C G 
て受けるようにして 5月6日(刈 5月8日附

上野方小学校 @ その他、接種を行う

種
ください。 住 吉 小 学校 ことが不適当と認め

③ 8か月児健診 5月7目。同 5月9日倒 村 木小 学校
られた幼児は、接種

日時は、毎月の広報 できませんので注意

をご覧ください。 してください。

健
康
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
住

民
の
生
活
に
密
着
し
た
総
合
的
な
保
健

サ
ー
ビ
ス
、
住
民
の
自
主
的
な
保
健
活

動
の
場
と
し
て
、
4
月
1
日
か
ら
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
五
万
市
民
の
健
康
を
守
る
拠

点
と
し
て
、
健
や
か
な
母
子
の
育
成
、
成

人
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
主
体

と
し
た
保
健
教
育
、
健
康
相
談
、
健
康

診
査
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
ず
か
ら
、

皆
さ
ん
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

O
セ
ン
タ
ー
の
概
要

⑥
名
称
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

⑨
位
置
魚
津
市
吉
島
二
六
五
番
地

⑨
建
物
の
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
階
建

⑥
建
物
の
面
積
一
一
七

0
・二
二
凶

議成

1
階

六

O
五
・五
三
ぽ

2
階
五
五
四
・八
一
凶

屋

階

九

・八
八
ぽ

⑨
敷
地
面
積
一
七
九
四
・九
二
凶

⑨
総
事
業
費
二
九
一
、
三
八
五
千
円

。
事
業
案
内

(定
例
的
な
も
の
)

⑥
機
能
回
復
訓
練
(
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ

ヨ
ン
)
毎
月
第
1
・
3
木

脳
卒
中
後
遺
症
の
方

⑨
成
人
病
健
康
相
談

毎
月
第
3
木
一
般
住
民

⑨
健
康
体
操
毎
週
水
一
般
住
民

⑨
母
親
学
級
毎
月
第
3
金

妊
婦
と
そ
の
家
族

毎
月
第
2
・
4
木

4
か
月
児

毎
月
第
2
火

内
訳

⑥
4
か
月
児
健
診

⑨
8
か
月
児
健
診

8
か
月
児

⑨
1
歳
6
か
月
児
健
診
毎
月
第
3
火

1
歳
6
か
月
児

⑨
母
乳
相
談
毎
月
第
3
金

妊

婦

⑨
離
乳
食
講
習
会
毎
月
第
2
金

(
B

C
G
の
日

)

8

か
月
児

⑥
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

・
B
C
G

毎
月
第
2
火
・木

8
か
月
児

⑥
ポ
リ
オ

5
月

-m月
乳

幼

児

⑨
三
種
混
合

4
1
6月

・
9
1
日
月

乳
幼
児

@

麻

疹

1
1
3月

(
1
歳
6
か
月

児
健
診
で
券
発
行
)
乳
幼
児

ほ
か
、
栄
養
教
室
や
健
康
相
談
は
必

要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

宮

@
3
9
9
9
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ぶイ魚津駅ハ ーへ
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昭和61年 4月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

富山労災病院

本館改修工事完成
小児科・形成外科新設

‘F

新
装
に
な
っ
た
富
山
労
災
病
院

魚
津
市
ガ
富
山
労
災
病
院
に

超
音
波
診
断
装
置
を
貸
与

管
系
な
ど
腹
部
臓
器
を
体
外
か
ら
超
音

波
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
臓
器
が
ブ

ラ
ウ
ン
管
に
映
し
出
さ
れ
、
が
ん
な
ど

の
早
期
発
見
に
大
い
に
力
を
発
揮
し
ま

す
。
ま
た
胃
の
内
面
が
見
え
る
と
同
時

に
、
胃
の
壁
面
深
部
が
画
像
に
現
れ
、

病
気
の
進
み
具
合
を
判
断
し
た
り
、
悪

い
部
分
の
一
部
を
削
り
取
る
装
置
も
付

い
て
い
ま
す
。

問
機
器
は
、

4
月
か
ら
一
般
の
診
断

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

が
ん
早
期
発
見
に
威
力

魚
津
市
は
富
山
労
災
病
院
(
中
村

富
夫
院
長
)
が

3
月
末
、
4
年
が
か

り
の
増
改
築
工
事
が
完
成
し
た
の
を

機
に
、
全
国
的
に
も
大
学
病
院
な
ど

に
数
台
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な
い
最

新
鋭
の
超
音
波
診
断
装
置
一
式
を
九

百
九
十
五
万
円
で
購
入
し
、
無
償
貸
与

I
U
土
品

t
レ
h
~
。

こ
の
機
器
は
、
胆
の
う
、
肝
臓
、
血

貯
年
度
か
ら

5
か
年
計
画
(
総
工

費
必
億
円
)
で
進
め
ら
れ
て
い
る
富

山
労
災
病
院
の
増
改
築
工
事
の
う
ち
、

一
昨
年
の
新
館
棟
の
完
成
に
引
き
つ

づ
き
、
本
館
改
修
工
事
も
3
月
に
完

成
。こ

れ
に
伴
い
、

4
月
か
ら
新
た
に
小

児
科
、
形
成
外
科
の
2
科
を
新
設
し
、

こ
れ
ま
で
の
う
ち
、
外
、
整
形
外
、
脳

神
経
外
、
泌
尿
器
、
限
、
理
学
診
療
、

放
射
線
の
8
科
を
加
え
叩
科
目
と
な
る
。

さ
ら
に
臼
年
4
月
か
ら
は
耳
鼻
咽
喉
科
、

皮
膚
科
、
麻
酔
科
の
3
科
の
新
設
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ベ
ッ
ド
数
も
こ
れ
ま
で
の
捌

床
か
ら
印
床
増
や
し
、

4
月
か
ら
は

抑
床
と
な
る
ほ
か
、
位
年
度
の
全
面

改
築
完
了
時
に
は
捌
床
と
し
、
総
合

病
院
化
を
目
ざ
し
医
療
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

砂
目
録
を
渡
す
魚
津
市
長

犬の霊録と予防注射
愛犬は正しく飼いましょう

犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
年
1
回
の
登
録

と
、
年
1
回
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
で
は
、
次
の
日
程
で
各
地
区
を
巡
回
し
、
登
録
と
予
防
注

射
を
実
施
し
ま
す
。

料
金
。
登
録
手
数
料
(
鑑
札
)
;
:
J
a
i
l
-
-
二
、一

O
O円

。
注
射
料
及
び
交
付
手
数
料
・l
i
-
-
二
、三
O
O円

計

l
頭
に
つ
き
四
、四
O
O円

こ
の
時
期
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
い
つ
で
も
市
内
の
獣
医
院
で

受
け
、
市
役
所
市
民
課
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
し
た
犬
に
は
「
犬
鑑
札
」
「
注
射
済
証
」
を
入
れ
た
D
・
L
ケ
ー

ス
を
首
輪
に
必
ず
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
つ
け
て
い
な
い
と
、
未
登
録

と
み
な
し
捕
か
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日

程

。。

414 4 4 4 4 月
11111 

月月
11 1 11 月 11 11111 11 1 11 11 月 11 1 11 11 1 11 月 11 11111 11 月

716 5 4 3 2 日
日日 日 日 日 日

11111 月日 11 1 11 土 11 11 1 11 11 1 11 11 金 11 1 11 11 1 11 木 11 11 1 11 11 水 B日話

13111 919 13111 9 113 13111 11110 919 13111 11110 10113 11110 101 9 .，.. .. .. ..，.. ，.，.. ..... 
時。010。30100 30100 00140 00130 00120 40100 00130 00130 00130 30150 10130 

111 111 111 111 111 111 111 111 111 111 111 111 
15111 10112 15112 10114 13112 11110 101 9 14112 11110 10114 12111 10110 

間
00130 50100 00100 30100 30100 20150 10130 00100 20150 20130 00120 40100 

加江 青 魚 魚日

量図 豊教宵市セ
下上 有松 農北 .大 石横 片大

綾農協米流通A 神天企

商長
口 本

実
機 多

島
j掌カ 中中 協 協海 布引

j掌 山倉 垣枕 貝町
目

松 山 上寺
的 /¥ ン 島島 施野 施

公研 区市 保イ 公タ 公連 野新 丹.L..、ム~ ノふ1‘/ふ、d、i 

修 ト 丹.L..、 FムX‘ 
倉 鉱

理化プ 民
~I~ムX‘ 場

民 セ
A丹A、

健 厚

館民 喜幸空

方公
役

民民
民絡

支
民民 民民

民民ン 民 生 支民 フ 所
タ ~ 三 ノ、

館 l館所 所 館 館館 館所 所泉 所館 舘館 館館 ト館 館館

ー
ー
市
内
の
獣
医
院
|

|

⑥
鈴
木
犬
猫
病
院
木
下
新
吉

δ

E
@
7
2
3
0

⑥
小
松
美
弘
住
吉
三
七
三
九

宮
②

2
6
2
1

⑨
高
島
獣
医
科
魚
津
病
院
江
口
一
一
一
一
面
|
一

宮
@
6
5
7
5
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
日
年
度
に
、
被
保
険
者
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

-
一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
の
実
施

費
用
は
一
人
三
万
円
で
、
う
ち
二
万

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
疾
三
千
円
を
助
成
し
ま
す
。
本
人
負
担
は

病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
七
千
円
で
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
せ
い

循
環
器
疾
患
、
悪
性
新
生
物
の
検
査
な
ぜ
い
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
を
中
心
と
し
た
、

一
日
成
人
病
ド
ッ

.
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ド
ッ
ク
の
実
施

ク

を

実

施

し

ま

す

。

こ

の

事

業

も

昨

年

度

に

引

き

続

き

、

対
象
は
、
年
齢

ω歳
か
ら

ω歳
ま
で
実
施
し
ま
す
。

の
方
で
、

一
年
以
上
国
保
の
資
格
が
あ
対
象
は

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
方
で

る
方
。

一
年
以
上
国
保
の
資
格
が
あ
る
方
。

家庭匿をもちましょう
保険証を必ず持参しましょう

費
用
は
無
料
と
し
、

予
定
し
て
い
ま
す
。

-
医
療
費
通
知

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費

に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
年
度
中
4
回
、
医
療
費
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

-
家
庭
訪
問
指
導

市
が
委
嘱
し
た
6
名
の
保
健
指
導
員

が
、
国
保
被
保
険
者
の
各
家
庭
を
訪
問

し
て
、
主
治
医
の
指
示
に
従
い
、
積
極

的
な
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

-
広
報
活
動

毎
月
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
、
疾
病
の
予
防
方
法
、
病
気
の

知
識
な
ど
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一O
O
O名
を

あ・医者さんを信頼しましょう
(ハ シゴ受診は祭物 )

1
1
1
l
i
l
-
-
n
u
l
l
i
-
-
l
i
l
l
-
i
l
l
-
-
I
l
l
-
i
l
l
l
-
1
1・J

も
し
れ
ま
せ
ん

一

(

同

⑧

が
変
わ
っ
た
ら
一
病
気
の
赤
信
号
か
一

一

成

怠

が

変

か

う

た

か

子
供
が
「
コ
1
ラ
の
よ
つ
な
お
し

一

っ
こ
が
出
た
・
:
」
と
い
っ
た
ら
日
、

直

炎
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ン
炎
と
一

一
健
康
な
人
の
原
の
色
は
、
ち
ょ
っ
い
う
と
む
く
み
と
思
い
ま
す
が
、
顔
一

一
と
見
た
と
こ
ろ
透
明
で
、
容
器
に
と
が
は
れ
ぼ
っ
た
い
程
度
で
気
づ
か
ず

一

一
っ
て
み
る
と
淡
黄
色
や
黄
褐
色
で
す
。

尿
で
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
一

一
こ
の
色
は
、
食
べ
た
も
の
や
薬
に
す
。

一

一
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
。
赤
色
系
の
肝
炎
で
は
尿
の
色
が
濃
く
な
り
、
一

一
濃
い
着
色
料
を
ふ
く
む
食
品
を
食
べ
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
色
に
な
り
ま
す
。

一

一
る
と
、
う
す
い
紅
色
が
か
っ
た
り
、

紅
茶
や
赤
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
色
は
、
一

一
ビ
タ
ミ
ン

B
2
剤
で
黄
緑
色
に
、
解
ジ
ン
臓
、
尿
管
、
ボ
ウ
コ
ウ
な
ど
か
一

一
熱
鎮
痛
剤
で
は
紅
褐
色
に
な
る
こ
と
ら
の
出
血
が
疑
わ
れ
ま
す
。
こ
の
血
一

一
が
あ
り
ま
す
。

尿
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
が
、
ひ
ど
い
一

一
思
い
当
た
る
も
の
を
飲
ん
だ
り
食
や
け
ど
や
輸
血
の
あ
と
な
ど
に
み
ら
一

一
べ
た
り
し
な
か
っ
た
の
に
、
尿
の
色
れ
る
紅
褐
色
の
尿
で
す
。

一

r
l
i
-
-
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
L
 

60年 5月診療分の医療
マップをお知らせします。

穫 恵、 率 1件当り費用

地 区 % I也 区 円

① 魚 j章 69.7 ①片 貝 31，221 

② 村 木 68.8 ② 経 田 29，556 

③下野方 64.7 ③西布施 26，343 I 

④ 経 回 62.7 ④ 村 木 26，299 

⑤下中島 62.1 ⑤上 野方 25，757 

⑥ 天 神 60.2 ⑥ 松 ノ居会、 25，461 

⑦西布施 60.1 ⑦上中島 25，378 

③片 貝 59.3 ③魚 津 24，691 

⑨ 加 積 57.9 ⑨下野方 23，300 

⑬ 道 下 57.4 ⑬加 積 22，759 

⑪上野方 55.8 ⑪天 神 22，756 

⑫上中島 54.2 ⑫下中島 21，050 

⑬ 松 d居入 53.1 ⑬道 下 18，294 

魚津市平均 62.6 魚津市平均 24，654_j 

。1)
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く
ら
し
の
な
か
に
図
書
館
を
/
・:
①

窓
を
開
け
る
と
気
持
ち
の
い
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
春
に
、
お
勧
め
す
る
本
を
ご
紹

介
し
ま
す
。〈

一

般

書
〉

こ
れ
が
ハ
レ

l
す
い
星
だ

N
H
K
産
業
科
学
部
編

速
成
ビ
デ
オ
の
撮
り
方

牧

野

信

司

定
年
と
い
う
名
の
始
発
駅

郎

永

漢

人
を
動
か
す
女
の
気
く
ば
り今

井

伸
び
る
社
員
・
伸
び
な
い
社
員

山
田

通
子

新
P
T
A
読
本

山
野
草
鉢
植
え
大
百
科

月
刊
さ
っ
き
研
究
社

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
時
代
の
事
務
に
強
く
な

る
本

島
田
清
一

辞
令
の
と
き

早

川

和

贋

子
別
れ
の
す
す
め

和

田

好

子

〈文
学

・
小
説
〉

夢
見
通
り
の
人
々

宮

本

輝

今
日
も
壌
が
風
に
舞
う
夢
見
通
り
商

庖
筒
そ
の
名
と
う
ら
は
ら
に
一
癖

も
二
癖
も
あ
り
そ
う
な
住
人
た
ち
の

心
に
秘
め
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

切
な
思
い
を
感
動
的
に
描
き
ま
す
。

花
の
妹
岸
田
俊
子
伝

西

川

祐

子

時
代
の
先
駆
者
と
し
て
駆
け
ぬ
け
た

京
女
の

ω年
の
生
涯
。

妻
と
娘
の
国
へ
行
っ
た
特
派
員

近
藤
紘
一

サ
イ
ゴ
ン
陥
落
、
ア
キ
ノ
暗
殺
な
ど

常
に
灼
熱
と
銃
声
の
中
で
体
を
張
っ

て
取
材
し
た
特
派
員
が
、
ア
ジ
ア
の

複
雑
な
国
情
と
人
情
を
軽
妙
に
、
愛

情
を
こ
め
て
描
き
ま
す
。

借
り
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま
で
で

無
料
で
す
。

力く
畑

道
子

智
彦

V
新
し
い

カ
セ
ッ
ト
・
テ
l
プ
が

は
い
り
ま
し
た
企

N
H
K
浪
曲
名
人
選

・
落
語
名
人
選

な
ど
、
新
し
い
カ
セ
ッ
ト

・
テ
l
プ
が

た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。

目
や
体
の
不
自
由
な
方
と
、
日
歳
以

上
の
お
年
寄
り
に
、
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

春

の

、

山

F

魚

津

内

…
イ

水
族
館

r

命、

写
生
大
会
に
芝

参
加
し
ま
し
ょ
う

水
族
館

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
で

は
中
部
地
方
動
物
園

・
水
族
館
写
生

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
た
め
次
に

よ
り
写
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

4
月
日
日
制
1

4
月
初
日
間

9
時
l
M時

画
題
魚
津
水
族
館
内
の
動
物
ま
た

は
水
族
館

・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ

ン
ド
風
景

参
加
資
格
保
育

・
幼
稚
園
児

・
小

・
中
学
校
児
童

・
生
徒

賞

特

選

認

点

(中
部
地
方
動
物

園
・
水
族
館
写
生
コ
ン
ク
ー

ル
に
参
加
)
入
選
別
点

提
出
〆
切

4
月
お
日
幽

そ
の
他
写
生
用
具
は
各
自
持
参

(画
材
は
油
絵
を
除
く
)

画
用
紙
(
四
ッ
切
)
は
写
生
当

日
水
族
館
で
支
給

写
生
大
会
参
加
児
童
・
生
徒

の
入
館
料
は
無
料
で
す
。

川
〈
ホ

l
ム
利
用
案
内
〉

仙

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
市
内
在
住

州
及
び
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
三
十

川
歳
以
下
の
勤
労
青
少
年
の
方
々
が
、
余

伽
暇
を
利
用
し
、
教
養
を
深
め
た
り
、
白

川
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
気
軽

に
つ
き
合
え
る
仲
間
を
つ
く
り
、
有
意

川
義
に
過
ご
し
て
頂
く
た
め
の
施
設
で
す
。

仙

一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
利
用
で
き
ま

馴
す
。

川
マ
開
館
時
間

.
マ
休
館
日

川
マ
使
用
料

川
マ
手
続
き 勤労青少年ホームで

仲間作りを
魚津市火の宮町 1番19号

(魚津交通裏)

22-4330 

所在地

T E L  

午
後
0
時
初
分
か
ら
午

後
9
時
ま
で
。

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始
(
ロ
月
初
日

か
ら

1
月
3
日
ま
で
)

無
料
。
但
し
、
教
養
教

室
で
は
、
教
材
費
、
月

謝
等
を
頂
き
ま
す
。

備
え
付
け
の
「
利
用
申

請
書
」
に
必
要
事
項
記

(12) 

入
、
捺
印
の
上
、
窓
口

に
て
利
用
証
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

〈
施
設
案
内
〉

。
一
階
軽
運
動
室
|
卓
球
(
4
台
)
・

ボ
デ
ィ
ビ
ル

・
体
操
程
度
が

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

。
二
階
娯
楽
談
話
室

・
図
書
室

・
調

理
実
習
室

。
三
階
茶
室
・和
室
(
却
畳
)
・
第
一
集

会
室

・
第
二
集
会
室

・
第
三

集
会
室
・音
楽
室
(
各
集
会
室

日

i
m名
前
後
収
容
可
能
)

・
ホ
ー
ム
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
パ

ス
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ホ
ー
ム
祭
、
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
、
ス
キ
i
ツ
ア

l
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
等
、
毎
月
楽
し
い
行
事
を

企
画
致
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

.
ホ
ー
ム
外
で
活
動
中
の
サ
ー
ク
ル
、



み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

4
月
の
お
し
ら
せ

7
日
制
し
ん
ぶ
ん
紙
で
あ
そ
ぼ
う
/

n日
ω
手
品
大
会

4
じ
か
ら
、
4
じ
初
ぷ
ん
ま
で

と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
ひ
ら

き
ま
す
。

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

(
旧
水
族
館
あ
と
)

昭和61年 4月1日発行

-
-
4
月
の
行
事
|

|

〔
け
ん
玉
教
室
〕

2
日
附

4
時

i

〔
し
お
り
作
り
〕

4
日
幽

4
時
1

〔
卓
球
教
室
〕

9
日
附
・
幻
日
附
4
時
1

〔
イ
ラ
ス
ト
会
〕

日
日
幽

4
時

l

〔
チ
ャ
レ
ン
ジ
日
〕

日
日
日

・
幻
日
目

2
時

1

〔
ぬ
り
絵
会
〕

日
日
幽

4
時

l

〔
カ
ラ

l
ス
テ
ッ
プ
記
録
会
〕
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i 産 主入居 歴埋
l学大 史 学大 没館時 4 由九
! 生人 民 生人 林料閏 月さ士〉又
! 40 100俗 3060博 1 再ムム
i円円 資 円円 物 壬 自会 杯
i 料 、館 削〈 ト 4硲二
i 中 館 中 9 11 ~ ~.;: t璽
i 高 密 高 宮 時月 り 資 l守

! 生@ 生 ② ¥ 30オ企:1 盛伽
i @ 7 4Q 1 午 日 l 小守 1刀

| 円 2 円 2 ?毛 ご館館 |
小 0 小 9 時 〉

L一一一一一一一一一一一一一吋ー一一一一一~~~~一一一一-=-'

〈 方少ちがク
教 は年のなラ
養、対方 いプ
教 遠 象 々 : 等
室 慮)や」で
受 なを、な「

講 く 開 新 ど 活
生 ごきたと動
. 相たにい γ
サ 談い教う jご
lくと養おい
ク だお講悩ム
ル さ思座みヘ
メ いい (お 場
ン 。 の 青 持 所

r 

本
町

1
11
1
m

g
⑮
2
4
0
2
 

初
日
目

2
時

i

申
し
込
み
は
同
日
幽
ま
で

〔
く
す
玉
作
り
〕

お
日
幽

4
時

i

マ
毎
週
の
行
事

日土金木水火 H程

f本ゲ幼ルビ幼ロ

l 児 ク | 児 1 行
掛i ト ラチラ

ボクブパク|
事ク |ラ レラス

ラ ルプ l プケ 名

プ 教主 B 
ボ |
I A ト

10 2 10 4 10 4 
時時時 H寺 時 時 時
30 I 30 30 I 
分 分 分 問

E
E
m年
度
幼
児
ク
ラ
ブ
員

募
集
の
お
知
ら
せ

E
E

幼
児
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
園
な
ど
に

行
っ
て
い
な
い
幼
児
と
そ
の
保
護
者

の
集
ま
り
で
す
。
週
一
回
親
子
の
触

れ
合
い
を
持
ち
な
が
ら
楽
し
く
遊
び

ま
す
。実

施
曜
日

実
施
時
間

募
集
人
員

毎
週
水
曜
又
は
金
曜

日
時
初
分
i
日
時
初
分

お
名
先
着
順
で
す
が

2
歳
以
上
の
幼
児
を

優
先
し
ま
す
。

4
月
1
日
i
ロ
日
ま

で
電
話
又
は
、
来
館

く
だ
さ
い
。

O
く
わ
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈休
館
日
〉
毎
週
月
曜
日

・
祝
日

〈開
館
時
間
〉
9
時
初
分
1
6
時
ま
で

応
募
受
付

パ
l
募
集
〉

ホ
l
ム
で
は
、
年
間
を
通
し
て
教
養

教
室
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
入
会
金
は

い
り
ま
せ
ん
。
随
時
入
会
で
き
ま
す
。

但
し
月
謝
制
に
つ
き
、
月
始
め
か
ら
入

会
さ
れ
る
方
が
お
得
で
す
。

教室名 曜日 時 間 講 師 受講料

7.k 18:00-
20:00 

料理教室 浜 多 夏 子
3，300悶

木
18: 30- (材料費込)
20:30 

木 ま句
生花教室 17:00-

野田はつ枝
2，800同

トー一一

(池坊) 20:00 (花代込)
金

抹茶教室
月

18:00-
泉 澄子 2，000同

(裏千家) 21:00 

煎茶教室
水

18:00-
高森知音 2，000円

(皇風煎茶) 21:00 

き も の
金

19:00-
高山すみ子 1，300同

着付教室 21:00 

手編教室 火
18:30-

奥 村 初 音 1，000円

21:00 (材料費含まず)

リズム
土

19:00-
岡崎 明 子 600同

体操教室 20:30 

※
各
教
室
は
、
原
則
と
し
て
月
4
回
開
講
致
し
ま
す
。

※
リ
ズ
ム
体
操
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
定
員
初
名
に
限
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

サークル名 曜日 時間 代表者 |

手話サークル
月

19: 00-
新 浜 義 弦

「たん'i"ぼ'J 21:00 

クラシ ッ ク
火

19 :30-
藤本 貢

ギターサークノレ 21:00 

社交ダンス
71く

19: 30-
西田善隆

サークル 21:00 

絵画サークル 木 19: 30-
鷹田 暁

「求美会」 (月l回) 21:00 

フォークギター
木

19: 30-
笹島 ，申t!o' 

サーク jレ 21:00 

軽 音楽 水 19: 30-
金 堤谷 瓦

サークル 土 21:00 

ボデ ィ ビル tム日e ー 19:30-
木下照憲

21:00 

ジャズダンス 火
19:00-

奈月ルイ子
21:00 

...._ 

(13) 
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み
ん
亀
の

ヌ.漏

'v

春
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
霊
気

楼
ロ

l
ド
レ

l
ス
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
次
に
よ
り
交
通
規
制
が
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
本
大
会
が
無

事
実
施
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
全
国
か
ら
多
数
の
選
手
が
参

加
さ
れ
ま
す
。
沿
線
に
お
い
て
各
選
手
に

対
し
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

|

|
交
通
規
制
ー
ー

マ

と

き

4
月
幻
日
制

〈雨
天
決
行
〉

マ
交
通
規
制
時
間
午
前
日
時
叩
分
i

午
後
l
時
ま
で

マ
交
通
規
制
区
間

・
全
面
通
行
止

水
族
館
前
j
市
役
所
前

二
方
通
行
(
黒
部
方
面
通
行
可
能
)

魚
津
高
校
前
j

田
実
差
点

交
通
規
制
区
間
は
、
コ

l
ス
図
を
参

照
く
だ
さ
い
。

マ
ス
タ
ー
ト
時
間

・
5
M
の
部
:
l
l
・-
午
前
叩
時
加
分

.m
hの
部
J
i
l
-
-
午
前
叩
時
初
分

.
印
刷
の
部
i
l
l
-
-
午
前
日
時

ω分

マ
ス
タ
ー
ト
・ゴ
l
ル
場
所
水
族
館
前

-
た
だ
し
、
中
学
の
部
の
ゴ

l
ル
は

市
役
所
前
で
す
。
(
片
道
コ

l
ス
)

第6回健康魚津霊気楼ロードレース大会コース〈突通規制図〉

全面通行止一一一一時

〈トップランナ一通過予定時間〉

5kmの部 (10:20)

20kmの部 (10:30)

(11 :37) 

、、.，，
凋
U
T

n
U
 

:
J
 

I

-

-

-

(

胆

、‘，，，、‘，，，

n
H
d
7
，
 

F
D
n
u
 

-
-
-
-

n
u
-
-

1

1

 

，，E
‘、，
，E

‘、

(10:37) 

(10:44) 

(11 :22) 

ー

ー

5
月
の
歩
-
で
つ
会
|

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、
日
日
制
に
、

黒
沢
か
ら
山
越
え
で
奥
東
城
ま
で
歩
き

ま
す
。

4
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

27 27 27 26 か 15 20 13 13 13 13 3 と
日 日 日・日 ら日 日・日 日 日 日 日

き(日) (日) (日)出 ω (日)(日) (日) (日) (日) 同

大会ル 市老連ゲ
会大楼気第6 球ぷ大~ 二市

幕イ市
会大ル 年壮市

ス春 春

10 韓合結式団 市スポツ1 ヤ19令吏付式貝辞 誼学桂菅理草闘
タソ テの 季 q=r 

9 ロレL襲魚瞳津回
|フ イ サ

審郡学
リト 、ノ /てッ 卓

事

18 職開L ボ

フ 8ルカ 8球
ト

OO~)レ
ト

30大 010 年少団 名ボ 00 I ボ 00 フ
1ス 1 ナ 1 エ 1会

桂 大町学 Tスト 語水前 ンド粧グラウ 東西学中 ンド 枝グラウ 学東西中

未
ウンド 西中グ 館韓メ体育ロλ ウンド 吉グ田

市 と

f支 」ヲ

定 フ フ 所 ろ

電
鉄
魚
津
駅
ま
え
午
前
8
時
発
の
パ

ス
に
乗
り
黒
沢
で
下
車
。

新
緑
の
山
野
探
勝
と
草
花
や
山
菜
な

ど
採
り
な
が
ら
奥
東
城
へ
と
(
約
日
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
7
時

ω

分
ま
で
に
昼
食
持
参
の
う
え
、
電
鉄
魚

津
駅
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

(
交
通
費
削
円
個
人
負
担
) 。。

雪
山
ハ
イ
ク

ぶ

ど

う

原

4
月
日
日
日
午
前
8
時

魚
津
市
役
所
集
合

マ
参
加
対
霊
告
小
学
校
1
年
生
以
上

な
ら
ど
な
た
で
も
。

マ

人

員

約

加

名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

マ
申
し
込
み
先

・
新
川
山
岳
会
事
務
所

包

@
7
9
6
6

(
水
曜
日
開
7
時
初
分
i
)

・
村
崎
タ
イ
ヤ

宮
@
1
5
3
3

(
上
記
以
外
)

マ
期

日

マ
参
加
費

八
O
O円

(交
通
費

・
保
険
料
含
む
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道
|ジュニア ス iλ 体 操 教

|61年度|弓 室
トランポリン 夜 の 部 昼の部 朝の部 名

一般 男 ・女 5歳児~小学生 高校生以上の女性 中高年婦人 一 般 婦 人 対象 色
PM 6:30-8:30 PM 5 : 30 -7 : 00 PM 7 : 20 -8 : 50 PM 1 : 30 -3 : 00 AM 10: 00 -11 : 30 時間 j章

10名 50名 100名 50名 100名 定員 市
毎週火曜日 咋ムー 週 水 H翠 日 毎週金曜日 曜日 ス

魚総合津体市育弓館道場横 ) 色 i章 市 総 メ口入 体 育 倉吉 場所 ボ
{l4回コース〉 (15回コース〉

6 5 4 7 6 5 4 7 6 5 4 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 期 ツ
3 6 2 4 4 6 2 受教10 13 9 11 14 9 11 13 9 11 

17 20 22 16 18 21 16 18 20 16 18 講 室
24 27 29 23 25 28 23 27 23 25 日 生〈30 

募事
2，000円(保険料を含む) 1，000円(保険料を含む)

420円(保険料金) 入館料 1回60円
受講

入館料なし ・道具不用 入館料 l回20円 料 集〉
魚津市 総合体育館 ft22-1263 申込先

教
室
名

王

催
ジュニア水泳スクール

遊
漁
者
の
み
な
さ
ん
へ

暖
か
い
日
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、

海
や
川
へ
と
釣
り
に
出
か
け
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
釣
り
に
出
か
け

る
に
あ
た
り
、
事
故
や
漁
業
者
と
の

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

@

漁
業
者
は
生
活
の
糧
と
し
て
漁

を
し
て
い
ま
す
。
遊
漁
者
は
漁
業

者
の
範
囲
を
侵
さ
な
い
で
く
だ
さ

小学生 1年-6年(クロー l
|対象

ルで25m以上泳げない児童)I 

間 4:30-5:30 I時間

M(先着順) I定員

火・水 ・木・金 ・土曜日 |曜日

総合体育館室内温水プール |場所

申
込
み
方
法
・
・・
・・-
4
月
1
日
1
4
月
8
日
ま
で
に
温
水
プ
ー
ル
受
付

(
受
付
時
間
H
午
後
2
時

1
8時
)
に
て
申
込
み
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

(
電
話
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
)

魚

津

市

教

育

委

員

会

、ミ

""、そちセ，.て3

/iJJ 竹1

4 
月

6 
月

5 
月@

定
置
網
の
周
辺
は
、
保
護
区
域

に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
寄
っ
た
り

網
に
つ
な
が
っ
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

@

ま
き
餌
釣
り
、
引
き
釣
り
(
ト

ロ
ー
リ
ン
グ
)
は
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

@

操
業
中
の
漁
船
や
、
つ
け
場
に

は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

@

夜
間
の
釣
り
は
、
必
ず
二
人
以

上
で
出
漁
し
、
波
や
風
の
強
く
な

る
日
は
出
漁
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

@

漁
港
や
船
揚
場
へ
は
み
だ
り
に

船
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

@

空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
を
捨
て
な

い
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

@

魚
介
藻
類
を
み
だ
り
に
採
捕
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

期

:日II日

850円(保険料・スイミング |受
キャ ップ代含む) I講
入館料 1回 100円 |料

魚津市総合体育館 ft 22-1263 I申込先

)魚津市内?官官〉 唾 審の全国 ; 

孟Z117i 死1者 ~M~他 愛通安全運動 (
~ I昭和 60年 I25 I 1 I 28I  J脇田. 4月6日(日) ; 

L ~ I +7 Iよ斗 FVR ~4月15日(火)まで )

。。
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間伐、技訂を

白いましょう

-間伐のポイント・
.・・きたるべき園産材時代にそなえ

間伐を実行して優良材を生産しましよう… i

無間伐の林

戦
後
、
荒
廃
し
た
山
地
に
造
成
さ
れ

た
人
工
林
の
う
ち
間
伐
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
面
積
が
、
市
内
で
約
3
5
0
M

(約
7
割
)
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

林
業
の
話
し
に
は
必
ら
ず
こ
の
「
間

伐
」
の
2
字
が
表
面
化
す
る
ほ
ど
全
国

的
に
国
産
材
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た

め
の
そ
の
実
施
が
緊
急
な
課
題
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材

牽
宋
活
力
回
復
5
か
年
計
画
の
中
で
も

最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

そ
の
計
画
実
行
に
は
国
の
威
信
が
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は
、
国・

県
の
各
事
業
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
な

が
ら
、
森
林
所
有
者
の
み
な
さ
ん
の
理

解
を
得
な
が
ら
間
伐
・
技
打
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

①
間
伐
は
、
林
が
込
ん
で
き
た
ら
必

ら
ず
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
保
育
作
業
で
す
。

②

間
伐
が
遅
れ
る
と
林
内
が
う
す
暗

く
な
り
、
下
草
も
生
え
ず
、
下
枝
が
枯

れ
上
が
り
、
雪
や
病
害
虫
に
対
し
て
き

わ
め
て
弱
く
価
値
の
低
い
林
に
な
り
ま

す
。

③
間
伐
を
行
な
え
ば
、
不
健
全
な
林

も
見
違
え
る
よ
う
に
生
々
と
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

。
自
分
の
山
を
今
一
度
見
直
し
ま
し
ょ

‘「，
u
q

※
こ
れ
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
に
は
、

主伐時の収入が少ない。

翠翠
間伐した林

較

一

〉』

・

分

、

ノ

林

る

ヨ

J

司、f
レ

伐
あ
日
何
日
一
円

M
'

聞

が

'au芳
川
「
ノ

無
益
一
自
足
吻
守
ム

z-

が

収

}

凶

R
W
作
ヨ
ヨ

入
の
ぷ
ゆ
司
、
d
M
丹

、

立
鞘
当

時

約

f
a〆
[
¥

伐

て

1

一

主

し

い
ろ
い
ろ
な
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
か

ら
市
農
林
土
木
課
も
し
く
は
新
川
森
林

組
合
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

「
補
助
制
度
の
い
ろ
い
ろ
:
:
:
U

①
集
団
間
伐
実
施
事
業

②
間
伐
材
生
産
奨
励
事
業

③
優
良
林
木
育
成
対
策
事
業

④
ス
ギ
カ
ミ
キ
リ
伐
倒
駆
除
事
業

等
々
高
額
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ヘ
健
全
で
活
力
あ
る
山
を
造
り
、
良
質
J

一
材
生
産
の
た
め
に
は
、
間
伐
・
技
打
一

f

を
必
ら
ず
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

」 。。

魚
津
市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
国

土
緑
化
運
動
に
呼
応
し
て
、
魚
津
市
植

樹
祭
を
行
な
い
ま
す
。
緑
化
思
想
の
普

及
や
P
R
を
兼
ね
市
民
一
人
一
本
植
樹

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
県
で
は
昭
和
白
年
昨
尻
の
緑
化
週

間
を
次
の
と
お
り
定
め
、
市
民
総
参
加

の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

(第
1
日
)
4
月
日
日
幽家

庭
緑
化
の
日

{
丞
庭
内
の
緑
化
運
動

(第
2
日
)
4
月
四
日
出山

の
緑
の
日

山
の
緑
化
を
推
進
す
る
。

(
造
林
の
推
進
)

(第
3
日
)
4
月
初
日
制街

の
緑
化
の
日

公
園
、
道
路
、
広
場
、
境
内
等
の

緑
化
を
行
、
つ
。

(第
4
日
)
4
月
幻
日
開職

場
緑
化
の
日

積
極
的
に
公
共
施
設
、
工
場
、
事

業
所
周
辺
の
緑
化
に
努
め
る
。

(第
5
日
)
4
月
幻
日

ω緑
化
愛
育
の
日

樹
木
の
保
育
、
森
林
災
害
の
防
止

野
生
鳥
獣
の
保
護
、
病
虫
害
の
駆

除
。

(第
6
日
)
4
月
お
日
附学

校
緑
化
の
日

校
庭
の
美
化
、
学
校
林
の
愛
護
及

び
緑
化
思
想
の
高
揚

(第
7
日
)
4
月
M
日
同記

念
植
樹
の
日

各
種
記
念
緑
化
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
富
山
県
で
は
5
月
8
日
嗣

立
山
町
に
お
い
て
植
樹
祭
を
、
日
月
8

日
刷
新
湊
市
に
お
い
て
育
樹
祭
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

※
。
緑
の
羽
根
募
金
に
つ
い
て
。

富
山
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
こ

の
期
間
、
一
世
帯
一
本
を
め
ざ
し
て
募

金
活
動
(
一
本
初
円
)
を
行
い
ま
す
。

こ
の
緑
化
週
間
、
募
金
活
動
を
機
会

に
緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
、
富
山
県
が

め
ざ
す
「
日
本
一
の
花
と
緑
の
県
」
づ

く
り
を
推
進
し
た
い
も
の
で
す
。

次
号
で
は
、
花
と
緑
の
銀
行
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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⑧
⑥
⑤
⑮
 

-
児
童
手
当
が
二
人
目
か
ら

受
け
ら
れ
ま
す

昭
和
白
年
度
か
ら
児
童
手
当
法
が
改

正
さ
れ
、
二
人
目
の
児
童
に
も
手
当
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
手
当
は
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

が
つ
ぎ
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る

と
き
に
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
満
二
歳
未
満
(
昭
和
回
年
6
月
2
日

以
後
)
の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る

こ
と
。

②
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
が
ニ
疋
の
額

に
満
た
な
い
こ
と
。

児
童
手
当
の
月
額

二
人
目
か
ら
二
、
五
O
O円

三
人
目
以
降
五
、

0
0
0円

児
童
手
当
の
支
払
方
法

児
童
手
当
は
認
定
請
求
を
行
っ
た
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
毎
年
二
月
、
六

月
、
十
月
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ

広報うおづ

) センタ

赤土直液富山県
書サプザ前ラ

午後時半まで3 

街血頭献

ぞ
れ
の
月
の
前
月
ま
で
の
四
ヵ
月
分

を
ま
と
め
て
受
給
者
の
預
金
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

手
続
期
間

4
月
日
日
よ
り
5
月
刊
日
ま
で
に
認

定
請
求
の
手
続
を
済
ま
せ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

。
印
鑑

。
受
給
者
名
義
の
普
通
預
金
口
座
番

号
。
受
給
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
記

号
番
号
(
証
明
書
用
紙
は
社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
)

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
は
、
六
月
に
現
況
屈
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
今
回
は
手
続

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

-
青
年
海
外
協
力
隊
へ
/

m
l
お
歳
ま
で
の
皆
さ
ん
、
開
発
途

上
国
で
2
年
間
の
技
術
協
力
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
ノ

。
隊
員
募
集
説
明
会

5
月
8
日
附

富
山
県
民
会
館

7
0
2
号
室

5
宵
9
日
幽

高
岡
商
工
ピ
ル

9
0
8
号
室

5
月
お
日
幽

富
山
県
民
会
館

7
0
2
号
室

※
各
日
と
も
同
時
半
か
ら
幻
時
ま
で

問
合
せ
は
、
県
庁
総
務
部
学
術
国
際
課

国
際
交
流
係

宮
(富
山
)
@
4
1
1
1

-
i
i
t
i
t
i
i
t
i
l
t
l
i
t
-
-
t
i
t
i
J
 

…
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

…

一
臨
時
女
性
従
業
員
募
集

…

一

年

令

三

五

歳

ま

で

一

一
期
間

4
月
1
日

か

ら

…

一

日

月

初

日

ま

で

一

…
く
わ
し
い
こ
と
は
総
合
公
園
管
理
一

一
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
一

…

包
@

9
5
9
8

…

r
s
i
i
'
1
9‘
i
1
2
1
2
1
1
9
1
9
1
2
1ー

'
1
'
L

-
生
き
る
力
に
満
ち
た
子
を

育
て
る
に
は

講
師
林
三
雄
先
生
(
当
市
出
身
)

昨
年
開
催
さ
れ
た
明
星

・
大
谷
幼
稚

園
合
同
講
演
会
の
抄
録
誌
を
ご
希
望
の

方
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

費

用

無

料

申
込
先
パ
ス
ト
ラ
l
レ
(
魚
津
駅

前

)

堤

谷

勝

次

宮
②

0
1
1
4

-
農
作
業
標
準
料
金

昭
和
日
年
度
農
作
業
標
準
料
金
は
、

去
る
3
月
の
農
業
委
員
会
総
会
で
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

当lv 
アハU

区 分 標準料金

ト 荒起し 6，300円

フ 荒くり 2，900円
ク

代か きタ 2，900円

計 12，100円

田 植 機 6，100円

コ ン パイ ン 18，000円

人夫託金|男
7，300円

|女 6，700円

4
月
幻
日
開
1

4
月
お
日
幽

制
富
山
県
建
築
士
会

宮

(
0
7
6
4
)

@
1
2
5
4
 

受

験

申

込

用

紙

有

料

試

験

日

学

科

・
7
月
幻
日
制

富
山
大
学

製
図

・
9
月
お
日
制

富
山
大
学

※
な
お
、
受
験
準
備
講
習
会
を
(社
)
富

山
県
建
築
士
会
魚
津
、
黒
部
、
下
新

川
支
部
の
主
催
で
7
月
上
旬
に
開
講

予
{
有

一

の
農
作
業
安
全

運
動

J

一

4
月
間
日
同

1
5月
初
日
側
ま
で

一

一

械
に
よ
る
事
故
は
、ち
ょ
っ
か
ら
必
ず
低
速
で
操
作
し
ま
し
ょ

一

一

意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

う
。

一

一

年
々
高
性
能
、
大
型
化
し

O
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

一

一

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
①
交
通
規
則
を
守
り
、
つ
ね
に
安

一

一一

次
の
こ
と
を
守
り
、
農
作
業
を
行
い
全
運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

一

一一

ま
し
ょ
う
。

②
荷
台
に
は
絶
対
に
人
を
乗
せ
な

一

一一

o
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
転
機
の
作
業
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

一
①

整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

③

右
左
折
の
と
き
は
後
方
の
安
全

一

一一

て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

を
確
認
し
、
ゆ
っ
く
り
と
曲
が
り
一

一
一
②

ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ

ぜ

越

し

ま

し

ょ

う

。

一

一一

は
必
ず
口
l
タ
リ
を
止
め
、
ア
ユ

O
育

苗

器

の

使

用

一

一
ミ
板
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
操
作
し

①

育
首
器
を
使
う
と
き
は
必
ず
ア
一

一

ま
し
ょ
う
。

ー
ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
を
-

一
一
③

農
道
の
走
行
は
、
路
肩
の
く
ず
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

一

一一

れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
素
一

一
④

耕
転
機
の
パ

ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
足
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
一

一

が

浮

き

上

が

り

、

大

変

危

険

で

す

よ

う

。

一

汗

H
UHH
H
H
H
H
H
H
H
H
H
M
HHM
H
H
HH
MHH
M
H
U
HH
H
H
NHH
MHH
MHH
HH
Ml
a811
eel
-
--dH
U
HH
H
HUHH
L

-
北
電
だ
よ
り

暖
か
く
な
る
と
お
出
か
け
の
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
。

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
ア
イ
ロ

ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
必
ず
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
は
ず
し
ま
し
ょ
う
。

家
の
戸
締
ま
り
だ
け
で
な
く
、
電
気

の
戸
締
ま
り
も
お
忘
れ
な
く。

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所
宮
@
1
4
0
0

-
ニ
級
建
築
士
試
験
案
内

受
験
願
書
受
付

願
書
受
付
場
所

。ゎ
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-
円
高
相
場
に
伴
う

緊
急
融
資
に
つ
い
て

最
近
の
円
高
に
よ
り
事
業
活
動
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
し

国
の
制
度
で
6
千
万
円

・
県
の
制
度
で

2
千
万
円
ま
で
の
緊
急
融
資
を
行
っ
て

い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
宮

②
2
2
0
0
(内
線
2
7
1
)
ま
た
は

富
山
県
中
小
企
業
課
(
宮
富
山
@

4
1

1
1
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
引
年
度
前
期
技
能
検
定
の

お
知
ら
せ

次
の
要
領
に
よ
っ
て
技
能
検
定
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
受
検
申
請
書
の
受
付

4
月
日
日

1
4
月
お
目

。
受
検
申
請
書
の
提
出
先

富
山
市
新
富
町
二
丁
目
4
番
泣
号

富
山
商
工
会
館
ビ
ル
6
階
、
富
山
県

職
業
能
力
開
発
協
会

。
検
定
職
種
造
園
、
金
属
溶
解
、
鋳

造
、
金
属
熱
処
理
、
機
械
加
工
、
放
電

加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、
建

築
板
金
、
工
場
板
金
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

陽
極
酸
化
処
理
、
仕
上
げ
、
切
削
工
具

研
削
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
製
材
の
こ
目
立

て
、
け
が
き
、
電
子
機
器
組
立
て
、
電

気
機
器
組
立
て
、
建
設
機
械
整
備
、
織

機
調
整
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
紳
士
服

製
造
、
木
型
製
作
、
家
具
製
作
、
建
具

製
作
、
製
版
、
印
刷
、
ガ
ラ
ス
繊
維
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
石
材
施
工
、

と
び
、
左
官
、
れ
ん
が
積
み
、
築
炉
、

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、
畳
製

作
、
防
水
施
工
、
内
装
仕
上
げ
施
工
、

ス
レ
ー
ト
施
工
、
熱
絶
縁
施
工
、
サ
ッ

シ
施
工
、
化
学
分
析
、
表
装
、
塗
装
、

広
告
美
術
仕
上
げ
、
写
真

。
そ
の
他
申
請
書
の
用
紙
は
、
職
業

能
力
開
発
協
会
の
ほ
か
魚
津
商
工
会
議

所
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

富
山
県
職
業
能
力
開
発
課
(
宮
@

4
1

1
1
)
又
は
、
職
業
能
力
開
発
協
会
(
宮

@
9
8
8
3
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
等
の
借
入
説
明
会

の
開
催
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化

を
図
る
た
め
、
設
備
資
金
を
自
力
調
達

で
き
な
い
中
小
企
業
者
に
対
し
、
資
金

貸
付
疋
は
設
備
貸
与
を
行
な
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
設
備
の
近
代
化
を

図
ろ
う
と
お
考
え
の
中
小
企
業
者
を
対

象
に
次
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

マ
と

4
月
刊
日
嗣

午
後
1
時
初
分

マ
と
こ
ろ
魚
津
商
工
会
議
所
会
議
室

マ
受
付
期
間

。
設
備
近
代
化
資
金

第

1
回

4
月
日
日

1
4
月
初
日

第
2
回

8
月
1
日
1
8
月
初
日

。
設
備
貸
与
制
度

き

型在理
募集職種 年齢 性別 賃 金 地区 人員

資格経験
番号 その他

1 機械工 18-35 男 10.2-14高=口と 野 2 3年以上

2 工 具 16-62 男 13-25 鹿 熊 3 経験者優遇

3 O又Aは機サKQー)販ビ売ス 18-35 男 11-18 真城寺町 2 普高本免以_l::

4 営業社員 25-35 男 13-18 一一 ケ 2 普免

5 建築技術者 25-45 男 13-23 道 f反 l 二級建築士

6 機械工 18-50 女 9.75-12 一 ケ 3 (不経問験者優遇)

7 ネのつyクなレぎス 18-35 女 8.448-9.152 駅前新町 8 不問

8 配達員 25-30 女 9.75-11.25 新 角 川 2 普免

9 販売底買 18-35 女 8.75-9.5 真成寺町 2 普高免本以.t.

10 |テグラリ川アデサイナイーン 17-33 女 11-12 相 木 2 高導間年学以校上本

〈求人情報〉早急に人を求めています.グ
第
1
回

4
月
1
日
1
5
月
訂
日

第
2
回

7
月
1
日
1
8
月
白
日

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
、
商
工
観
光
課
ま
た
は
商
工
会
議
所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

-
労
働
保
険
の
年
度
更
新
に

つ
い
て

(
申
告
・
納
付
は
お
早
め
に
)

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
労
働
保

険
の
申
告
納
付
の
時
期
が
き
ま
し
た
。

こ
の
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
事
業
主

の
皆
さ
ん
が
自
ら
保
険
料
を
算
定
し
、

4
月
1
日
か
ら

5
月
日
日
ま
で
に
申
告

納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
期
日

が
迫
り
ま
す
と
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら

各
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

監理
希望職種 年齢 性別 希賃望金 経験等 学歴 資 格

番号

1 経総理務4事Z務務 53 男 20高総係務l年、総長Il.関 大卒 宅高往lモ主ガ任ス主仔:

2 単純労務 56 男 16 事務37年 旧中卒

3 営業員 25 男 16 販売 1年 高卒 普免

4 運ダ ン転手プー 34 男 20 生コン 5年 高卒 大宅!

5 運転手 43 男 17 作業助手1年 中 卒 普免

6 は事務お擁員締又 32 女 10 r，.滋助婦手兼7年 高卒 助普産免婦、干1-縫締

7 事務員 19 女 10 販売 2年 高卒 ぺン字 3級

8 単労工 54 女 7 加プ工フス6年チ y ク 中卒

9 単労工 48 女 9 検査 5年 中 卒

10 販売買 34 女 9 販1売年(肌着) 訓練校卒

く求職情報〉緊急に職を探しています.グ

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
魚
津
労
働
基
準
監
督
署
又
は

魚
津
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

労
働
基
準
監
督
署

公
共
職
業
安
定
所

宮
②
0
5
7
9

8
@
0
3
6
5
 

-4月
初
日
は

「
逓
信
記
念
日
」
で
す

郵
政
省
で
は
、
東
京

・
大
阪
間
に
新

式
郵
便
制
度
が
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
た

明
治
4
年
4
月
初
日
を
-
記
念
し
て
、
昭

和
9
年
か
ら
毎
年
こ
の
日
を
逓
信
-
記
念

日
と
定
め
、
記
念
式
典
の
ほ
か
、
郵
政

省
の
業
務
に
顕
著
な
貢
献
を
さ
れ
た
方

の
表
彰
な
ど
の
各
種
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
第
臼
回
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
れ
に
ち
な
ん
で
次
の
よ
う
な
行
事
を

行
い
ま
す
。

。
郵
便
週
間

郵
便
事
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
4
月
初
日
か
ら
お
日

ま
で
の
一
週
間
を
「
郵
便
週
間
」
と
し
、

「
一
日
郵
便
局
長
」
や
「
一
日
郵
便
外

務
員
」
と
し
て
著
名
人
な
ど
を
郵
便
局

に
招
待
し
ま
す
。

。
ポ
ス
ト
愛
護
週
間

郵
便
ポ
ス
ト
に
親
し
み
、
よ
り
大
切

に
扱
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

4
月
比
日

か
ら
初
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
ポ
ス
ト

愛
護
週
間
」
と
し
て
、
期
間
中
、
ポ
ス

ト
の
感
謝
祭
や
ポ
ス
ト
の
清
掃
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

く宮 24-0365>へお問い合わせください。

。。



-
不
用
品
交
換

A
V
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ス
キ
ー
靴
(
女
子
用
幻
側
、
応
談
)

マ
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
(
小
学
一
年
生
用
、

応
談
)
マ
除
湿
機
(
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
五
千

円
程
度
)
マ
ス
テ
レ
オ
(
応
談
)
マ
ス

キ
ー

・
ス
キ
l
靴
(
高
校
生
用
、
靴
お

叩
。
中
学
生
用
、
靴
刊
日
倒
。
応
談
)
マ
ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

l
(
応
談
)
マ
エ
レ
キ

ギ
タ

l
(
応
談
)

⑥
も
と
め
ま
す

バ
イ
ク
(
印
∞
)
、
テ
レ
ビ

(
日
イ
ン

チ
)
、
自
転
車
(
男
子
用
、
婦
人
用
)
、

ミ
シ
ン
。

《
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務

課
不
用
品
活
用
相
談
所
宮
②

2
2
0
0

内
線
2
5
8
番
》

魚:孝命e自然魚族紹介(112) 
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しろしゅもくさめ

-
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
通
信
網

サ
ー
ビ
ス
開
始

N
T
T魚
津
電
報
電
話
局

N
T
T魚
津
電
報
電
話
局
で
は
、

「フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
通
信
網
サ
ー
ビ
ス
」
を
、

3
月
幻
日
よ
り
開
始
い
た
し
ま
す
。

従
来
と
比
べ

、
よ
り
多
彩
な
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
安
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

料
金
は
、
契
約
時
に
八
百
円
必
要
で

す。
通
信
料
は
A

4
版
一
枚
当
た
り
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
は

ω円
、
百
キ
ロ
を

超
え
る
場
合
は
印
円
で
す
。
な
お

M
局

幻
局
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
フ
ァ
ク

ス
の
機
種
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
電
話
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

外洋性の大型のサメで全長4m、体重150kgに達し、

全世界の温かい沼に広く分布する。頭は平だく、商{則

に丁字型にとび出し、眼はその商端についており、シ

ュモクザメの名は、この特徴的な頭の形ガ鐘を左足く

撞木〈しゅもく〉に似ていることに由来する。どん欲で、

人食いザメとしても知られ、イ力、タコ、魚をはじめ、

工イや仲間のサメまでも食べてしまう。肉は力マボコ

の原料になるガ、ひれは乾燥し上質のフ力ヒレ(中華

料理の材料〉に加工される。

ま
た
同
日
、
「
転
送
電
話
」
の
サ
ー
ビ

ス
も
開
始
さ
れ
ま
す
。
転
送
電
話
は
、

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
全
国
ど
こ
へ
で

も
、
指
定
さ
れ
た
電
話
へ
自
動
的
に
転

送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
料
金
は
毎
月

二
千
四
百
円
で
す
。

μ
局
、
お
局
で
、

プ
ッ
シ
ュ
短
縮
機
能
を
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
二
六
番
へ
ど
う

ぞ。-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
4
月〉

実
施
地
区
・
:
道
下
地
区
(
北
鬼
江

・

高
畠

・
岡
経
団

・
仏
又

・
北
中

・
仏
国

青
島
)
点
検
に
は
県
L
P
G協
会
魚
津

支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺

い
ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

う
っ
か
り
事
故
は
、
設
備
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。魚津善意銀行へのご寄付

〈敬称略〉

一
、
閉
止
弁
を
取
り
替
え
る
と
き
は

ヒ
ュ
ー
ズ
コ
ッ
ク
と
替
え
る
。

一
、
未
使
用
の
閉
止
弁
に
は
ゴ
ム
キ

ャ
ッ
プ
を
取
り
付
け
る
。

一
、
警
報
器
を
つ
け
る
。

づ
1
1
3
iet
b
i
l
i
-
-
3
1
1
1
1
a
f
b
f
a
n・叫

三

寄
付
あ
り
が
と
う

…

一

ご
ざ
い
ま
し
た

…

…
V
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

…

…
o魚
津
市
釈
迦
堂

了
四
l

二
十

一

一

大

島

芳

則

殿

一

…

三

万

円

一

…o魚
津

市

天

神

野

新

四

六

八

一

…

関

口

忠

秀

殿

…

…

五

万

円

…

…O
魚
津
水
族
館
屋
上
へ

一

…

長

椅

子

5
却

…

…

魚

津

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

殿

一

r
i
al
d
i
a
t
a
--
i
t
i
t
i
3
1
3
i
i
i
L
 

-4月
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

ピ
科クレ幼科児

ラ「人第お ピ

会津市民魚大通安金連動春の金国交

{崖ア ロツ L 、汗:~47 や ア

表発i2』2 ノ
表発会 トl 

」コツのコずたら劇例会団劇場こ 表ぷ発Zス』 ノ

物

ンエ
名

I PM20 I AM 13 I AM12 I AM 6 30PM 5 
と

12日 10日 6 日 10日 分 1 日

時(11) 時 (R) 時ω H寺(日) I a寺(:1::)
き

忽E 盆E
受付)・新会貝(当日 制会貝

匁E 生正 止、

料 料 料 料 場料

ドグ
教主マハ開進堂

ゃう
教室マハ進堂開

l 通センタ 色;市交掌
主

lレlレ こお

告チ l
劇士妻7づおエプ

1楽田ι ヤ コ楽田包 ヤ

新川信用金庫信金会

碓井久夫

新川高等学校

魚津海洋少年団

魚津警察署長

後藤清則住吉

友田道治新角川二丁目

杉山陽子本江新町

匿名

匿名

魚津市美術文化協議会

会長 中村松之助 200，000円

大 島英則上村木一丁目 50，000円

ユニー(捕魚津庖 44，225円

小関 淳上村木二丁目 30，000円

寒修行真成寺 ・長教寺 32，960円

魚津銀金塗装整備工場 5，000円

西川静雄 3，720円

川原田行夫 本江元町 50，000円

愛の募金箱サンプラザ 11，156円

小林 清孝火の宮町 50，000円

高岸 とき 火の宮町 100，000円

角口 陽子本町一丁目 50，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

住田賀津彦 火の宮町 450円

五十嵐喜三松文化町 40，000円
※受付けの川東番で掲載していますが、紙面

の都合で-.~~次の号以降になります 。

。的

30，000円

30，000円

171，882円

76，094円

1，578円

50，000円

10，000円

100，000円

3，014円

2，000円
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V埋没林大掃除

3月20日特別天然記念物の埋没林を、

ポンプ車などを使い水あかや藻などを取

りのぞき 4月 1日の開館に備えた。

⑤
@
⑧
 

冬の間休んでいたミラージュランドは 3月20日清河市

長のテープカットにより開因。招待した上口保育園児60

人がメリーゴーランドやモノレールに乗り大喜びしていた。

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
大
に
ぎ
わ
い

3
月
日
日
こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー
に
約
制
人

の
子
供
た
ち
が
集
り
セ
ン
タ
ー
祭
り
が
聞
か
れ
、

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
や
、
力
だ
め
し
コ
ー
ナ
ー
に

子
供
た
ち
は
元
気
よ
く
飛
び
ま
わ
っ
て
い
た
。

4

司
新
川
ヴ
ィ
I
ラ
で
文
化
祭

3
月
日
l

m
日
、
新
川
ヴ
ィ

l
ラ

・
新
川
ハ
イ

ツ
合
同
の
第
8
回
新
川
老
人
福
祉
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
入
所
者
の
作
品
展
、
演
芸

が
行
な
わ
れ
た
。
写
真
は
元
気
な
お
年
寄
り
た
ち

に
よ
り
演
じ
ら
れ
た
「
娘
よ
」
の
一
場
面
で
す
。

¥
 

ノわ
生
涯
学
習
発
表
会
V

3
月
お
日
魚
津
市
民
会
館
に
お
い
て
第
7
回

生
涯
学
習
発
表
大
会
を
開
催
、
こ
の
一
年
間
に

学
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
作
品
発
表
に

は
華
道
、
水
墨
画
な
ど
を
展
示
、
演
技
発
表
に

は
謡
曲
、
民
謡
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
、

会
場
は
終
日
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

“ 

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
で
桜

前
線
の
話
題
が
出
た
り
す
る

と
、
お
花
見
の
計
画
も
ち
ら

ほ
ら
噛
か
れ
ま
す
。
開
花
は
、

江
戸
彼
岸
を
か
わ
き
り
に
、

染
井
吉
野
、
山
桜
、
里
桜
な

ど
と
続
き
ま
す
。

桜
を
動
で
る
の
は
結
構
な
の
で
す
が
、

『花
よ
り
だ
ん
ご
』
と
い
う
こ
と
わ
ざ

も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
お
花
見
に
は
お

酒
は
っ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
お
酒

は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
た
い
も
の
で
す
。

お
酒
と
い
え
ば
、
な
か
で
も
ビ

l
ル

が
特
に
よ
ろ
し
い
よ
う
で
す
。
約
4
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
の
適
度
な
ア
ル
コ
ー
ル

が
、
花
を
愛
で
る
の
に
は
一
番
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
か

さ
ん
の
顔
も
健
康
的
な
桜
色
、
花
と
い

っ
し
ょ
に
可
愛
い
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
こ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

桜
前
線
と
と
も
に
、
ビ
ー
ル
党
に
は

か
つ
こ
う
の
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
も
間
近

で
す
。と

こ
ろ
で
四
月
は
『
河
川
美
化
月
間
』

で
す
。
川
を
よ
ご
さ
な
い
よ
う
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
で
行
わ
れ
る
河
川

の
清
掃
な
ど
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

位。

編集予

臼刷/魚津田制株式会社

E置圏直盟
人(前月対比)

人口(男) 24，074 (+20) 
(女)26，120 (+ 19) 
計 50，194 (+ 39) 

世帯数 13，558世帯

市の面積 200.75km' 
海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(2月末現在)


